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は
、
脂
質
異
常
症
で
あ
る

と
い
う
デ
ー
タ
も
あ
り
ま

す
。
こ
れ
に
は
食
事
の
欧

米
化
や
交
通
機
関
の
発
達

な
ど
に
よ
る
運
動
不
足
な

ど
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の

変
化
が
大
き
く
影
響
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
遺
伝
的

に
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
が
増
え
て
い
く
疾
患
も

あ
り
ま
す
。 

●
家
族
性
高
コ
レ
ス
テ 

ロ
ー
ル
血
症
（
Ｆ
Ｈ
） 

Ｆ
Ｈ
は
、
遺
伝
子
の
異

常
に
よ
っ
て
、
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
が
高
く

な
り
、
若
年
よ
り
動
脈
硬

化
が
起
こ
り
や
す
い
病
気

で
す
。
遺
伝
子
は
２
つ
で

１
対
に
な
っ
て
い
ま
す
。

Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が

増
え
す
ぎ
る
と
、
血
管
の

壁
に
必
要
以
上
に
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
が
た
ま
っ
て
し

ま
い
、
血
管
の
動
脈
硬
化

を
進
行
さ
せ
て
し
ま
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
が

Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

が
「
悪
玉
」
と
呼
ば
れ
る

ゆ
え
ん
で
す
。 

●
日
本
人
の
死
因
の 

第
１
位
は
、
が
ん
で
す 

し
か
し
、
第
２
位
に
は

心
疾
患
、
第
４
位
は
脳
血

管
疾
患
で
、
動
脈
硬
化
が

原
因
で
起
こ
る
血
管
の
病

気
で
亡
く
な
っ
て
い
る
日

本
人
の
死
因
の
上
位
を
占

め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
日

本
人
成
人
の
３
人
に
１
人

●
「
善
玉
と
悪
玉
」 

悪
玉
と
呼
ば
れ
る
「
Ｌ

Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
」

に
は
、
肝
臓
で
作
っ
た
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
体
内
の

細
胞
へ
運
ぶ
役
割
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
善
玉
と
呼

ば
れ
る
「
Ｈ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
」
に
は
、
色
々

な
臓
器
で
使
い
切
れ
ず
余

っ
た
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を

肝
臓
へ
も
ど
す
役
割
が
あ

り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
Ｌ

 

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
は
人
間
の
身
体
を
形
成
し
て
い
る
細
胞
膜
の
構
成

成
分
と
し
て
の
役
割
が
あ
り
、
と
て
も
重
要
な
も
の
で
す
。 

Ｆ
Ｈ
に
は
、
２
つ
の
遺
伝

子
に
変
異
が
あ
る
〝
ホ
モ

接
合
体
（
ホ
モ
型
）
〟
と

片
方
の
遺
伝
子
だ
け
に
変

異
の
あ
る
〝
ヘ
テ
ロ
接
合

体
（
ヘ
テ
ロ
型
）
〟
が
あ

り
ま
す
。
ホ
モ
接
合
体
は

重
症
で
、
幼
少
期
か
ら
Ｌ

Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値

が
非
常
に
高
く
な
り
ま

す
。
家
族
性
高
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
血
症
は
、
特
に
心

筋
梗
塞
や
狭
心
症
を
起
こ

す
リ
ス
ク
が
高
い
た
め
、

Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

値
を
低
く
抑
え
る
こ
と
が

必
須
で
す
。 

Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

の
管
理
目
標
値
は
、「
一
次

予
防
：
１
０
０
㎎/

ｄ
ｌ
未

満
二
次
予
防
：
７
０
㎎/

ｄ
ｌ
未
満
」
と
低
く
設
定

さ
れ
て
い
ま
す
。 

家
族
性
高
コ
レ
ス
テ
ロ

ー
ル
血
症
と
診
断
さ
れ
た

方
は
、
ご
家
族
も
診
察
を

受
け
る
こ
と
が
勧
め
ら
れ

ま
す
。 

●
治
療 

食
事
療
法
や
運
動
療
法

な
ど
の
生
活
習
慣
の
改
善

を
３~

６
ヶ
月
行
っ
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
脂
質
管

理
目
標
値
を
達
成
で
き
な

い
場
合
は
、
一
人
一
人
の

持
つ
危
険
因
子
の
程
度
に

応
じ
て
薬
物
療
法
を
考
慮

し
ま
す
。 

Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
低
下
作
用
の
最
も
強
力

な
薬
剤
は
ス
タ
チ
ン
で

す
。
心
血
管
イ
ベ
ン
ト
を

起
こ
す
リ
ス
ク
が
高
い

か
、
家
族
性
高
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
血
症
の
患
者
様
に

は
、「
Ｐ
Ｃ
Ｓ
Ｋ
９
阻
害
剤
」

で
肝
臓
へ
の
Ｌ
Ｄ
Ｌ
の
取

り
込
み
を
増
や
し
、
血
液
中

の
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
減

ら
す
注
射
薬
も
あ
り
ま
す

が
、
使
用
は
ス
タ
チ
ン
と

併
用
に
な
り
ま
す
。 

ま
た
、
薬
剤
で
効
か
な

い
重
症
の
高
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
血
症
の
治
療

に
は
「
ア
フ
ェ
レ
シ
ス
」

と
言
い
、
血
液
を
体
外
へ

取
り
出
し
、
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
を
除
去
し
、

浄
化
し
血
液
を
体
内
に
戻

す
と
い
う
も
の
も
あ
り
ま

す
。 定

期
的
に
コ
レ
ス
テ
ロ

ー
ル
値
を
確
認
す
る
事
が

大
切
だ
と
思
い
ま
す
。 

（
看
護
師 

 

岡
田 

房
子
） 


